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【８月１７日】 

◎令和 5年度山口県新人高等学校野球大会 一回戦 対 柳井学園 (津田恒美メモリアル SD) 

 

 

 

                                                         ※延長１０回 タイブレーク 

 

長打： (二) 中村 

――――――――――――――――――――――― 

初回、二死を取った後から遊撃失策と左前適時打

で２点を失ったが、先発した右腕・江原(２年)は、持

ち味の制球と動く球を駆使して、理想的な「打たせ

てとる」ピッチングを披露した。江原は奪三振ゼロ

だが、外野フライと内野ゴロの山を築き、５回に犠

飛で１点を失うものの、１０回完投自責点１の好投

でゲームを作った。反撃したい打線は、８回によう

やく相手投手をつかまえ、一死 1,2 塁から３番中村

が逆風の中レフトフェンス直撃の適時二塁打を放ち

１点、その後代打・奥田(２年)の適時安打と６番田中

(1 年)の犠飛で計３点を奪い、土壇場で同点とした。 

そのまま９回で決着がつかず、チームとして初となる延長戦タイブレーク(無死 1,2 塁開始)に

突入した。１０回表、犠打と長打により２点を失う。１０回裏、まず追いつきたい本校は１死

２,3 塁の一打同点の好機を作ると、相手のワイルドピッチの間に１点を取ったが、後続が倒れて

４－５の僅差で惜敗となった。 

初の公式戦で勝利とはならなかったが、特に走塁面やバントの弱点が明確化され、秋季大会ま

での課題にチームとして気づくことができた。一方、江原の好投や１年生の台頭はチームとして

うれしい収穫となった。秋季大会までにやらなければならないことは多いが、今回の延長戦の末

の悔しい敗戦を糧に、選手が奮起してくれることを期待している。また、レギュラーが確約され

ている選手は不在のため、チーム内の競争によりチームが活性化されることも期待し、秋季大会

までのわずかな間に「公式戦で勝てるチーム」として成長していきたい。 

 

 新チームが発足し、新主将には末永陽門選手(２年)が就任しました。井山前主将の夏の大会を

終えてのことばと、末永新主将の意気込みを紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          上： 握手を交わす井山旭前主将(左)と 

                                                末永陽門新主将（右） 

 

☆新チーム情報 

【部員】27 名（2 年：９名 １年：１５名 マネージャー：３名） 

【主将】末永 陽門 （情報電子科２年、末武中 出身） 

 

☆８月末から秋季大会までの練習試合日程 

 ８月末から秋季大会までの練習試合計画は右表の通りです。ぜひ、足をお運びください。秋季

大会まで残りひと月となりました。選手はセンバツ大会につながる秋の大 

会に向けて、一試合一試合を大切に戦ってくれるはずです。 

尚、天候や感染症予防の観点から急遽予定の変更がある場合がござい 

ます。予めご了承ください。 

 

令和５年８月２１日 

【第１７号】 

文責 河野 

チーム 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 R

柳井学園 2 0 0 0 1 0 0 0 0 2 5

下松工業 0 0 0 0 0 0 0 3 0 1 4

投手名 （学年） 回 球数 被安打 与四死球 自責点

江　原 2 １０回 104 10 3 1
打順 位置 選手名 (学年） 打数 安打 打点 四死球

1 ⑥ 松　村　 1 5 2 0 0

2 ⑦ 末永(暖) 1 5 0 0 0

3 ⑧ 中　村 1 5 2 1 0

4 ③ 潮　田 1 4 1 0 0

5 ④ 森　重 1 3 0 0 0

〃 H 4 奥　田 2 2 1 1 0

6 ⑤ 田　中 1 2 1 1 1

7 ② 安　田 2 4 0 0 0

8 ① 江　原 2 4 1 0 0

9 ⑨ 末永(陽) 2 4 1 0 0

日付 対戦校 場所

8/23(水) ①華陵 ②聖光 華陵G

８/24(木) 萩W 萩G

８/26(土) 豊浦W 豊浦G

８/29(火) 萩商工W 下松工G

9/3(日) 下関工科W 下関工G

9/9(土)～ 秋季大会 地区予選

『第 105回選手権大会を終えて』   井山 旭 前主将 

私達は、県ベスト８以上、去年の先輩たちを越えるべく練習に取り組んできました。しかしその結果は、2回戦敗退という悔し

い結果になってしまいました。私はキャプテンになりたての頃、体調不良でチームに迷惑をかけてしまいました。しかし、チー

ムメイトや保護者の皆様の支えで立ち直ることができ、自分は本当に周りの人たちに恵まれていたと実感しました。キャプテ

ンとして頼りない部分も多かったと思いますが、最後までキャプテンを全うさせてくれたこのチーム、暑い中応援してくださっ

た学校関係者や地域の方々、そして保護者の皆様には感謝しかありません。 

 来年は、後輩たちが『継続は力なり』を合言葉に、より長くアツイ夏にしてくれると思いますので、今後とも下松工業野球部

の応援をどうぞよろしくお願いいたします。 

『新チーム発足にあたって』  末永 陽門 新主将 

下松工業高校野球部の新キャプテンになりました、末永陽門です。先

輩方が引退して新チームになり、まだまだ課題だらけですが、新チー

ムの目標である『県ベスト４』を目指して日々頑張っています。『最後

に笑って終われるチーム』になれるように、勝つことにこだわっていき

たいと思います。チームが求める理想のキャプテン像に近づけるよう

に、自分らしく元気よくやっていこうと思います。監督や保護者、応援

してくださる全ての方々への感謝の気持ちを忘れず、今この時間を大

切にしていきたいと思います。新チームも応援のほど、よろしくお願い

いたします。 


